
【はじめに】

　2011年 2月、ニューヨークのメトロポリタン・オペラ歌劇場にて、『ニク
ソン・イン・チャイナ（Nixon in China）』が上演された。これは 1987年に初
演されたジョン・アダムズ指揮のオペラの再演で、1972年のリチャード・
ニクソンの訪中を描いている。このオペラは全米各地の約 600の映画館で生
中継され、6月には PBS（公共放送サービス）でも放映されたほか、日本を含
む世界 46か国の映画館でも上映された。1

　アメリカにおいて、ニクソンは多くの芸術や大衆文化で取り上げられてき
た。ニクソンがアメリカ文化でどのように表象されてきたのかを研究したダ
ニエル・フリックによると、ニクソンは「映画、テレビ、大衆音楽、社説、漫画、
大衆小説などの大衆文化から、文学、詩、演劇、オペラまで、アメリカの
公共文化を余すところなく満たしてきた唯一の大統領」である。2 また、2006

年公開のドキュメンタリー『PEACE BED　アメリカVSジョン・レノン』や、
2008年公開の映画『フロスト×ニクソン』、そして前述の『ニクソン・イン・
チャイナ』など、ニクソンは 2000年代にもさまざまな作品で扱われ、多様な
ニクソンのイメージが提示されている。さらに、学術分野においてもニクソ
ンに関する研究は依然として盛んである。公文書が次々と公開されたことで、
ニクソン時代の外交政策がかなりの程度まで明らかにされており、この分野
に注目している日本人研究者も多い。一方で、最近のニクソンに関するアメ
リカ人による研究には文化とニクソンを結びつけて考察するものが増えてき
ている。3

　ニクソン自身もイメージに強い関心を持ち、より良いイメージを示すため
にさまざまな対策を講じてきたが、それらの対策は成功したのだろうか。ニ
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クソンが提示しようとしたイメージと芸術や大衆文化の中で見られる彼のイ
メージには関係があるのだろうか。本稿では、ニクソンのイメージに対する
認識とイメージ戦略、およびアメリカ文化で示されるニクソンのイメージを
考察することにより、政治や経済に注目した研究からは見えてこないニクソ
ンの新しい一面を探りたい。

【ニクソンのイメージ観】

　ニクソンは政治家になる前から自分を演出することに長けていた。高校時
代から弁論に秀でていた彼は、ホィッティアー大学時代に演劇活動に熱中
し、そこでもメキメキと頭角を現した。演劇を指導したアプトン教授は後に、
「彼（ニクソン）は我々の中で成功した最初の役者であった。もし、彼が俳優
としての仕事を探しにニューヨークやハリウッドに行ってしまっても驚かな
かっただろう」と述べている。また、数年後、アマチュアの劇でニクソンを
見たあるディレクターも、彼が映画の世界に行けば、必ず俳優として成功す
ると感じたという。4

　テレビ時代の到来と時期を同じくして政治家の道を歩み始めたニクソン
は、テレビという手段と学生時代に培った演じる技術を効果的に使い、イメー
ジ向上に成功した。その一例が 1952年のいわゆる「チェッカーズ・スピーチ」
である。この年の 9月、1950年の上院議員選挙の際に集めた基金に疑惑を
持たれ、脱税、収賄、汚職などの不正が関連しているとの噂が広まった。ニ
クソンは 2か月前に受けた正式な副大統領候補の指名も失うかもしれない状
況に陥ったが、NBCスタジオに改造された小劇場の舞台から、テレビを通
して直接国民に訴えかけることで危機を脱した。ここでニクソンは、政治資
金の私的流用のひとつとして批判の対象となっていた愛犬について、この犬
を支援者から贈り物として受け取ったこと、また、子供たちが「チェッカーズ」
と名付けて可愛がっていること、したがって、何を言われようともその犬を
手放すことはないことを主張した。後にこの演説が「チェッカーズ・スピー
チ」と呼ばれるように、愛犬を取り上げた情緒的な演説はアメリカ人に強烈
な印象を与えた。ニクソンはこの演説によって、提供された資金を私的流用
しているといった批判を払拭し、自身に対するアメリカ人の同情と支持を集
めることに成功した。ニクソンが演説した会場からは「ニクソン支持」のシュ
プレヒコールが沸き起こり、宿舎のホテルには激励の電話が殺到したという。
ニクソンはそのまま副大統領候補に留まり、この年の大統領選挙でアイゼン
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ハワーが当選したことにより、ニクソンは 40歳という若さで副大統領に就
任した。5 チェッカーズ・スピーチの成功、そして、1959年に副大統領とし
てモスクワの米国博覧会会場でニキタ・フルシチョフソ連首相と交わしたい
わゆる「台所論争」で、一躍世界に名が知られるようになったという経験から、
ニクソンは間違った教訓を得た。6 チェッカーズ・スピーチも台所論争も即
興で行われたものであり、その成功によってニクソンに自分の能力への過信、
あるいは入念な準備をすることへの軽視が生まれていたのである。
　1960年の大統領選挙におけるテレビ討論でジョン・F・ケネディに敗北し
た経験は、イメージ戦略には入念な準備が必要であるとニクソンに実感させ
るものであった。彼は後に、この年の選挙は彼が直接関わった 5つの大統領
選挙の中で最も個人的に影響を与えるものであったと述べている。7 テレビ
討論では、ニクソンの暗さとは対照的に、ケネディは明るさと若さを国民に
印象付け、このときのイメージが選挙で僅差の勝利をケネディにもたらした
といわれている。ニクソンは彼を落選させたものが討論の実質ではなく、ケ
ネディと対比して外見が劣っていたという事実であることにテレビの本質を
みたという。8

　それまで感覚的にテレビを利用してきたニクソンが、入念な準備をしてイ
メージ向上を図るようになったのはこの 1960年の失敗によるところが大き
い。1968年の大統領選挙まで、彼は外見、身ぶり、キャッチフレーズ等を
研究し、イメージの再構築につとめた。1968年の大統領選挙のイメージ戦
略を描いた『大統領を売ること』の著者であるジョー・マクギネスによると、
ニクソンのイメージメーカーたちは、ニクソンの不器用さを巧みに隠すこと
によって彼を当選させたという。9 また、ニクソンは時代の流れを敏感に察知
していた。1960年代後半からのニューレフトの広がりをアメリカの伝統的
価値観の低下であると考える人々、いわゆる「物言わぬ多数派」に受け入れ
られるために、彼は、成熟し、冷静で、分別を持った指導者、60年代の騒
乱から法と秩序を守る者としてのイメージを強調した。これらの戦略により、
ニクソンは見事に第 37代大統領の座を射止めたのである。10

　ニクソンのこのイメージへの執着が大統領になってからも続いたことは想
像に難くない。ニクソンのイメージを包括的に研究したデイヴィッド・グリー
ンバーグが指摘するように、ニクソンは「イメージのプレゼンテーションを
主要な目標とした最初の大統領｣であった。11 ニクソン自身もあらゆる著書
で、メディアが君臨する時代にあっては大統領にとってイメージがいかに重
要であるかを論じている。たとえば、1978年に出版された回顧録では、国
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民の意識を作りだし世論を変えることにおいてメディアは大統領よりも強大
であること、したがって「現代の大統領制において、イメージへの関心は実
体に対する懸念と同等でなくてはならない」ことを指摘している。彼による
と「政治で影響ある地位を求める者はイメージに対処しなくてはならないし、
リーダーシップを求める者はそれについて十分な知識を身につけなくてはな
らない」のである。12 さらに『指導者たち』（1982年）でも、「国民が理性によっ
て説得されるのではなく、感情によって動かされる」時代に、リーダーはシ
ンボルやイメージ等の分野に広く対処しなければならないと述べている。13

　ニクソンがイメージに強い関心を持っていたことは当時の側近によって
も明らかにされている。1950年代、60年代のニクソンの政治活動に協力し、
後に大統領補佐官となったH.R.ハルデマンは当時の日記の中で、ニクソン
が大統領の「イメージとリーダーシップ」を高めるためには、ニクソンの意
に沿う「よりよいマスメディア」が必要であると考えていたことを示し、また、
ハルデマンとともに 1960年と 68年の大統領選でスタッフとして働き、ニク
ソンの大統領就任後に内政担当のアドバイザーを担ったジョン・アーリック
マンも、ニクソンが仕事時間の半分を「大統領の任務の実質ではない側面」
に費やし、その 40％でコミュニケーション関連の対応を行ったと著書の中
で述べている。14 さらに、ニクソンが大統領就任後にメディア対策専用の部
署として作ったホワイトハウス広報局の初代局長になったハーバート・クラ
インも、ニクソンがメディア、特にテレビに取りつかれていたことを明らか
にしている。15

【大統領時代のイメージ戦略】

　ニクソンにとって、イメージ戦略とは外見やジェスチャー、話し方等を研
究してイメージをよくするだけではなく、自分の業績をいかに効果的に宣伝
するかという点にもあった。ニクソンが大統領就任後、ジェブ・マグルーダー
という主に広報戦略を練る特別補佐官、ニクソンが言うところの「フルタイ
ムの広報ディレクター」をホワイトハウス内に初めて置いただけでなく、政
府内の専用の部署であるホワイトハウス広報局を作ったことからもイメージ
戦略に対するニクソンの関心の高さが伺われる。ニクソンの目的は政権の成
果を最も都合よく国民に伝えるにはどうすればよいのかを考えさせることで
あった。マグルーダーによると、広報のスタッフたちは「創造的で積極的な
広報計画」を作り、「必要であれば些細な、汚いごまかしを使い、あらゆる可
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能な手段を追求し、政権が素晴らしいと信じる計画を国民に届けようとした」
という。その戦略には、ニクソンびいきの偽の手紙を報道機関に送る、ある
いは、政権に好意的な記事を書いた記者に報酬を与えるといったことも含ま
れていた。16 また、1969年に設立されたホワイトハウス広報局は、報道記者
からの質問や彼らのニーズに応える報道局とは異なり、長期の広報計画作成
や行政に関わる省庁からのあらゆるニュースの調整に加えて、地方メディア
への対応や毎日の広報計画作成も担っていた。地方メディアと直接つながり
を持ち、テレビやラジオ、さらに大量のダイレクトメールを利用することに
よって、ホワイトハウスを担当する記者たちの批判的な報道をかわすことが
その主な目的であった。17

　さらに、副大統領時代から多くの国を訪問し、海外の要人とのつながりも
強いニクソンは、自分の外交政策がどのようにメディアに報道されているか、
またどのように外交を宣伝すればよいかに強い関心を持っていた。1972年、
ニクソンはアーリックマンに次のように語った。「外交においては、政策を
売ることが、政策を作ることと同じくらい非常に重要である」と。18

　ニクソンの大統領時代の外交政策で最も重要な成果のひとつは共産主義諸
国との緊張緩和であり、これらの政策をどのように国民に示すかということ
も同時に重要であった。ニクソンがソ連や中国との緊張緩和を進めた原因を
明らかにする研究は多くあるが 19、1972年の大統領選挙を控え、自らの得意
分野である外交で国民の支持を得ようとの思惑が働いていたことは否定でき
ない。ニクソン自身も、訪ソ、訪中が政治活動にプラスに働くことを期待す
る発言をしていた。20 

　特に、同盟国を含めた世界各国を驚かせた 1971年の訪中発表とそれに続
く 1972年の訪中は、彼の外交力をアピールする上で非常に重要な出来事で
あった。キッシンジャーが言うところの「広報活動に偏執的な執念を持つ」
ニクソン政権は、1971年 12月に先遣隊を派遣したが、その主要任務はテ
レビの生放送の技術的な打ち合わせであった。21 先遣隊を率いたアレキサン
ダー・ヘイグに用意されたトーキング・ポイントのひとつには以下の記述が
ある。「ほとんどの米国の報道陣は浅はかな愚か者で、表面的なものや雰囲
気しか見ない。そのことから大統領が当地［中国］で恥をかかないことが決
定的に重要となる。要するに，訪中の結果が大統領の世界的指導者としての
イメージの強化に繋がらねばならない。」22 そして、実際にヘイグは周恩来首
相との会談において、アメリカ国内にも政府に対する批判的勢力があり、そ
の批判をかわすためにはニクソンのイメージを訪中の成果と見栄えの両方で
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高める必要があると訴え、中国側の協力を仰いだ。周からは中国側がニクソ
ンのイメージ作りに協力することを拒否されたが、これはニクソン政権がい
かに訪中をニクソンのイメージ向上のために利用しようとしていたかを示す
出来事である。23

　また、ニクソンは訪中でテレビ報道を最大限に利用し、世界を飛び回る政
治家であることをアメリカ国民に印象付けたいと考え、さまざまな対策を講
じた。たとえば、自分に好意的な記事を書く記者を選び、批判的な記事を書
く記者を訪中に同行させることに反対した。さらに、彼が中国に到着する時
間は出来るだけ多くの国民が見るようにアメリカのゴールデンアワー（東部
時間の午後 9時 30分）に合わせて調整された。北京に向かう途中では、ニク
ソンは「全体の旅行の中で鍵となる写真」を撮らせるため、飛行機出口にお
ける振る舞いをハルデマンの前で繰り返し練習した。したがって、ニクソン
が訪中に関して最初に行ったことは、彼の到着がどのように報道されたのか
を調べさせることだったという。24

　さらに、ニクソンが中国を訪れている間の報道も緻密に計算されていた。
特に、ハルデマンはニクソンの訪中がアメリカ国内での彼のイメージアップ
につながるように尽力した。ある政府関係者によれば、ニクソンの訪中はハ
ルデマンの「傑作」であった。アメリカのテレビで流された、ニクソンと周
の握手、万里の長城や紫禁城などの名所を訪問するニクソンといった光景は
すべて細部にわたってチェックされ、注意深く構成されていた。「テレビに
おいては、百万もの中国人に受け入れられたアメリカの大統領はコミュニケ
の百倍もの効果に値する」との考えのもと、ハルデマンはニクソンが偉大な
指導者に見えるように細心の注意を払ったのであった。25 また、訪中を終え
てアメリカに帰国する際も到着時間をアメリカ人が多くテレビを見る時間帯
に合わせ、そのために、ニクソンはアンカレッジで 9時間待つこともいとわ
なかった。26

　その 3か月後のモスクワ訪問もニクソンのイメージ向上のために利用され
た。大統領特別補佐官のウィリアム・サファイアによると、5月という訪ソ
時期は巧妙に設定されたという。つまり、秋の大統領選挙に効果的に働くに
は十分近く、一方で明らかに政治的であると指摘されるには十分離れた時期
なのである。27 また、訪中と同様、ここでもニクソンのイメージを高める戦
略が取られた。ニクソンはソ連から戻ると、ヘリコプターでライトアップさ
れた議会議事堂に向かい、議会に向けて「人類最古の夢、つまり、すべての
国が平和の恩恵を受ける世界」が実現されることを誓った。その様子はすべ
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てテレビで生中継された。28 大統領補佐官のチャールズ・コルソンによると、
これは「（訪ソ中に調印された）SALT I（第一次戦略兵器制限協定）に対するア
メリカ人の広い支持を得るためではなく、世紀の偉大な世界の指導者として
の大統領のイメージを強めるためであった」という。29

　このような戦略の効果は世論調査の結果に表われ、訪中前には 50％だっ
た支持率が 56％に上昇した。これは前年の 3月以降見られなかった高い数
値であった。30 また、秋の大統領選挙においてもニクソンはこの外交業績を
強調する戦略をとった。ベトナム戦争の解決は未だなされていなかったが、
彼の外交政策は広く国民に支持されていた。『ニューヨーク・タイムズ』によ
ると、外交分野においてニクソンは「無敵」だった。31 国内問題に主要な関心
を持つ国民がこの戦略にどれだけ影響されたかは定かではないが、直前の経
済の一時的な成長も後押しし、ニクソンは再選された。しかしながら、1973

年にウォーターゲート事件が明らかになるにつれて、ニクソンがそれまで築
き上げてきたイメージは地に落ちることとなった。この事件で疑惑が深まる
中、ニクソンは中国やソ連との平和を築いたピースメーカーとしての業績を
強調したり中東を歴訪したりして、アメリカ外交のためには自身が大統領と
して留まることが不可欠であるとアピールしたが、弾劾の動きは収まらず、
1974年 8月にテレビを通して、辞任を発表することとなった。

【辞任後の戦略】

　任期半ばに辞任した唯一の大統領という汚名を晴らし、イメージを向上さ
せるために辞任以降のニクソンが取った戦略もまた、外交業績の強調であっ
た。1976年にはフォード大統領の承認を得ずに中国へ飛び、毛沢東と会談し、
人民大会堂で 300人の中国人に対して演説した。32 辞任後の初の主要な外遊
の目的地として中国を選んだことは、ニクソンにとって訪中の経験がいかに
輝かしいものであったかを示している。その後も何度も海外に出かけ、アメ
リカに戻ると記者を夕食に招き、外交問題を語る一方、国内外で精力的に講
演活動を行い、さまざまな新聞や雑誌に寄稿することによって外交に強いニ
クソンをアピールした。33 1978年の回顧録においても、海外通の側面を強調
すると同時に、「ウォーターゲート事件は私が成功したこと（外交での成果）
に比べれば全く重要ではない」と述べるなど、ウォーターゲート事件の痛手
を小さくしようとする意図が見える。34

　また、この回顧録以降に執筆している 8冊の本は、世界各国の指導者たち
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との交流や、世界政治の分析、国際問題に対する提言など、主に外交問題を
テーマとして書かれている。35 彼の最後の回顧録である『ニクソンわが生涯の
戦い』（1990年）の第 3章には「再生」というタイトルがつけられているが、こ
の章で書かれているのも、大統領辞任後の対外政策分野でのニクソンの研究
や活動と、国際情勢に関する彼の見解である。ニクソンによると、1978年
から 1988年までの 10年間は生涯において「最も創造的な時期」であった。こ
の間、彼は「世界をおおう変化に追いつくうえで、またアメリカがその利益
と価値観を推進する新政策を展開する機会についての考えをまとめる」うえ
で不可欠な、アジア、ヨーロッパ、中東、アフリカなどの広範囲に渡る旅行
をし、訪問した国のほとんどで政府首脳と会談した。これらの首脳たちとの
議論が「政府の公職にあった時代に交わした議論よりもずっと実り豊かであ
ることを知った」ニクソンは、その経験から得た見解を政策決定者に伝える
ために、多くの依頼に応じて、本や演説、新聞への寄稿、テレビ、非公式会
見という 5つの方法を選択した。36

　『ニクソンわが生涯の戦い』が出版された 3か月後、彼の生地であるカリ
フォルニア州のヨーバ・リンダに大統領図書館が開館し、ニクソンの再生が
印象付けられた。議会の反対にあい、国からの援助を得ることも大統領時代
の文書を収容することもない図書館だったが、7月 19日の開館の式典には
フォード、レーガン、ブッシュといった歴代大統領や、大統領時代のスタッ
フ、支持者を含めた 4万人が出席し、この様子はテレビで放送された。『ニュー
ヨーク・タイムズ』の R.W. アップルは、この日がニクソンの「長く緩やかな
政治的な名誉回復の過程における頂点」であったと報道した。さらに、1994

年、亡くなる数か月前には、ニューヨークに外交政策のシンク・タンク「ニ
クソン・センター」を立ち上げ、外交の専門家としての立場を最後まで強調
したのであった。37

【ニクソンのイメージの受容】

　ニクソンは外交政策の成果を強調することによってウォーターゲート事件
での痛手を小さくしようとしたが、この試みは成功したのだろうか。フリッ
クは、辞任後のニクソンのイメージ向上の試みは一定の効果があったと指摘
している。彼によると、1978年の回顧録はニクソンの「個人的、政治的名誉
回復の戦い」であった。また、ニクソンがたびたび強調した外交業績、特に
彼が「世界を変えた一週間」と回顧録で呼んだ訪中は、その素晴らしさを国
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民の集合的記憶に吹き込んだという。38 一方、グリーンバーグはこれらの努
力は報われなかったと指摘する。彼によるとニクソンの書いたものは当時の
外交にはほとんど影響を与えなかったし、彼のイメージが回復することもな
かった。それは 2006年 6月のギャラップ調査で 28％の人々がニクソンの大
統領としての行為を認めていたが、これが彼の辞任直後の 1974年 8月の調
査からわずか 4％しか上昇していなかったことからも明らかであり、ニクソ
ンのキャンペーンは失敗に終わったとグリーンバーグは主張する。39 同様に、
アメリカ史における大統領のイメージとイメージ戦略の変遷をたどったリ
チャード・ウォーターマンも、ニクソンのイメージ向上の努力がアメリカ人
の彼に対するネガティブなイメージをよくすることは決してなかったと指摘
する。40

　しかしながら、実際、ニクソンは中国との国交正常化に関するカーターへ
の助言をはじめ、レーガン、ブッシュという歴代の共和党大統領の相談に乗っ
ていたし、民主党のクリントンさえロシア政策に関してニクソンに助言を求
めたとされる。41 また、数々の歴代大統領の評価に関する調査結果を見てみ
ると、外交の専門家というニクソンのイメージが彼自身の評価を上げている。
1982年に行われた 49人の歴史家を対象にした『シカゴ・トリビューン』の調
査では、ニクソンは「10人の最悪な大統領」の中でハーディングに次いで 2

位であった。同様に、846人の博士号を持つアメリカ史研究者に 180問にも
及ぶ質問を付して評価を依頼したロバート・マーレイとティム・ブレッシン
グによる 1982年の調査においても、ニクソンの順位は下から 3番目であり、
6つの分類中一番下の「失格」とみなされていた。42 一方、ニューヨークのシ
エナ研究所が 1982年から 2010年の間に専門家を対象にして 5回行った調査
では、1982年に 28位だった順位が、1990年に 25位、1994年には 23位とわ
ずかであるが上昇していることが示されている。この調査は 20の項目に対
して点数をつけていくものであるが、2010年の 238人の研究者を対象にし
た調査では、ニクソンの順位は 30位に下がっているものの、詳細項目を見
ると、外交業績に対する評価では全 43人中 11位と圧倒的に高い。一方、「誠
実さ」の項目では最下位と、依然として不誠実なイメージは残っている。43 こ
の傾向は、ケーブルサテライト広報ネットワーク（C-SPAN）の 10の項目に
対し評価を与える調査においても顕著である。歴史家を対象とした評価にお
ける総合順位でニクソンは 2000年には 25位、2009年には 27位であったが、
「国際関係」の項目ではそれぞれ 8位と 11位であった。これは他の項目に比
べて非常に高い評価である。44 また、C-SPANは 1999年に視聴者に対して同
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様の調査を行い、1145人の回答を得ているが、ここでの総合順位は 20位で
ある一方、「国際関係」に対する評価は 3位であり、100点満点中 82.6点を獲
得している。これは、「道徳的権限」が 39位、「議会との関係」が 30位である
のと比べるとはるかに高い評価であり、このことによって、ニクソンの総合
順位が上昇していることが分かる。45 これらの調査から、ニクソンが辞任後
に行った国際関係に関する精力的な活動は、ウォーターゲート事件や辞任に
まつわるマイナスイメージを変えることはできなかったが、外交の専門家と
しての印象を多分に強め、彼自身の評価を上げる結果となったということが
できるだろう。

【大衆文化におけるニクソン】

　映画評論家のトーマス・モンセルは、映画、演劇、オペラ、テレビの分野で、
ニクソンが表象された作品をリストにしたが、その数は 200以上にのぼる。46 

ニクソンはその複雑さや捉えどころのなさが作家や脚本家の興味を引くので
あり、そのような作品が研究対象として研究者の関心を呼んでいる。47 大衆
文化におけるニクソンのイメージはどのようなものだろうか。
　他の大衆文化と同様、映画におけるニクソンは不誠実や悪というイメージ
で表象されることが多い。ウォーターゲート事件を明らかにした『ワシント
ン・ポスト』の記者、カール・バーンスタインとボブ・ウッドワードの手記
をもとにした 1976年公開の映画『大統領の陰謀』では、ニクソンは悪であり、
彼を公の場から取り除くことが国のためになるとの描写がなされているの
はもちろん、1980年代以降に公開されたベトナム戦争をテーマとする映画
においても、ニクソンは負のイメージで描かれる。48 たとえば、ベトナム戦
争時に米軍放送のDJとしてベトナムに派遣された主人公を描いた『グッド・
モーニング、ベトナム』（1987年）では、邪悪さゆえに他人から信用されない
というニクソンのイメージが強調されている。また、ベトナムで負傷し、ア
メリカに帰国した兵士ロン・コーヴィックの自伝をもとにした『7月 4日に
生まれて』（1989年）でも、使命のためにはコーヴィックの体を破壊し、アメ
リカをも滅ぼしてしまう象徴としてニクソンが描かれている。49 2004年に公
開された『リチャード・ニクソン暗殺を企てた男』では、仕事と家庭での挫
折という自分の状況とウォーターゲート事件でニクソンに裏切られたアメリ
カ社会を同一視し、1974年にニクソン暗殺を企てた実在の人物が描かれて
いるが、彼にとってニクソンは、アメリカン・ドリームのついえた、見通し
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の暗い 1970年代の社会を作った元凶なのである。50 さらに、2006年公開のド
キュメンタリー『PEACE BED アメリカVSジョン・レノン』では、平和運動
を推し進めるジョン・レノンの影響力を恐れて監視や盗聴を行うという邪悪
な国家権力としてのニクソンが描かれている。51

　しかしながら、そのようなニクソンの単純なイメージに留まらない描写を
する映画もある。たとえば、1995年公開の『ニクソン』はベトナム戦争を中
心に据え、陰謀を図るという従来のイメージが描かれる一方、成功への欲望
によって破滅へと駆り立てられた男というニクソンに対する同情的な表象も
含まれている。これは、1994年のニクソンの死後、多くの劇作家、脚本家、
小説家がニクソンをある程度受け入れ、許す方向で描写するようになった流
れのひとつであるという指摘もある。52 また、1977年のニクソンへのイギリ
スのテレビ司会者フロストによる 4回に及ぶインタビューを再現した 2008

年公開の『フロスト×ニクソン』では、抜け目なく用意周到なニクソンが、
雄弁かつ巧みにフロストの追及を逃れる姿が描かれているが、後半になると、
より人間味を帯びた、哀愁漂うニクソンが登場する。それは、名門大学への
コンプレックスから生まれた野心を持ち、尊敬や権力を求めてやみくもに進
んできた男が消えつつある輝きを取り戻そうとする姿である。さらに、最後
に過ちを認め、後悔と自己嫌悪に打ちひしがれる孤独なニクソンは憐れみす
ら感じさせる。53

　ニクソンが強調した最大の外交業績である訪中を取り上げたという点で、
オペラ『ニクソン・イン・チャイナ』は珍しい作品であるといえよう。この
作品は 1987年 10月 22日、ヒューストン・グランド・オペラ歌劇場で初め
て上演された。キッシンジャーの伝記を読んだ演出家のピーター・セラーズ
は、ニクソンの訪中が「選挙のための途方もなく皮肉的な策謀」であると同
時に「歴史的な打開」であると考え、1983年に作曲家のジョン・アダムズに
この題材による新しいオペラの作成を提案した。54 当時のオペラ界では、同
時代の出来事を作品の題材にし、生きている人間を登場人物に据えることは
なかったため、わずか 10年前の出来事を取り上げようとするセラーズの試
みは非常に新しいものだった。初めは懐疑的だったアダムズがこのオペラに
関わるようになったのは、「同時代史の中に我々の神話を見つけること」が必
要であると思うようになったからだという。彼によると、アメリカ人は彼ら
の国家的な精神を体現している大統領に夢中になる。その精神には暗い側面
だけでなく、アメリカ人の理想や楽観主義も含まれている。1960年代に青
年時代を過ごしたアダムズにとって、ニクソンこそが当時のアメリカの精神
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を体現するのであり、イデオロギーの違う中国を彼が訪問したという出来事
はそれだけである種の神話なのである。55 この作品では、イデオロギーの異
なる者同士が理解しあうことの難しさに加え、そのような困難に直面し限界
を感じながらも、国際平和という使命のために奮闘する英雄としてのニクソ
ンが描かれている。脚本家のアリス・グッドマンは、それぞれの登場人物を
雄弁にしたが、それは作品を全体として英雄的なものとするためであったと
いう。56

　したがって、1987年の公演に対するメディアの反応は否定的なものが多
かった。技術的な側面に関する批判がある一方で、記者たちが指摘したのは
ニクソンの描写があまりにも同情的で好意的であるという点であった。第一
幕、大統領専用機からのニクソンの登場シーンは、演出によって実際よりも
華々しいものとなり、ジェームズ・マッダレーナ演じるニクソンは快活で知
的で、しかも信用に値する人物である。さらに、登場人物に悪人がおらず、
ほとんどのシーンが幸福感に満たされている。そして、唯一、疲労感や幻滅
感が広がる最後のシーンにおいても、権力を持つ者としてのニクソンの悲し
みや痛ましさが描かれる。当時を直接知る記者からすると、このようなニク
ソンの描写は受け入れがたいものであり、彼らの多くはこのオペラが長く上
演され続けることはないと考えたのである。57

　しかしながら、「ニクソンだけが中国に行くことができた （Only Nixon could 

go to China）」という言葉が政治的に広く使われるようになった 1980年代後
半に、ニクソンをアメリカの使命を果たすヒーローとして描くことにより、
彼の訪中を神話と位置付けようとしたセラーズやアダムズの試みは長い目で
見れば成功したといえよう。フリックによると、このオペラで示されたアメ
リカの成功神話や世界における国家的使命などのテーマは、レーガンが大統
領であった時代に、伝統的な価値観を持つ保守的なアメリカ人に広く受け入
れられたという。58 初演から 3年の間に、このオペラはニューヨーク、ワシ
ントンD.C.、ロサンゼルスといったアメリカ国内だけでなく、アムステルダ
ムやエジンバラでも上演された。59 また、2011年に『ニクソン・イン・チャイナ』
が上演された時には、指揮をしたアダムズに対し、ニクソンの娘、トリシア
を含めた多くの観衆から拍手喝采が送られた。60 メディアにおいても、ジャー
ナリストのマックス・フランケルのような当時を知る記者を除き、ニクソン
の描写を問題視する論調はほとんど見られない。61 『ワシントン・ポスト』の
アン・ミジェットが指摘したように、ニューヨーク・メトロポリタン・オペ
ラ歌劇場という権威ある劇場で上演されるという事実は、このオペラが目
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新しいものではなく、古典として確立したことを示すものであろう。62 また、
全米各地の映画館での生中継や PBSでの放映を通して、初演時よりもはる
かに多くの人に、偉業としてのニクソン訪中のイメージが届けられることに
なった。『ニューズウィーク』のセス・コルター・ウォルズは、アメリカが政
治的に分裂したこの時期に、ニクソン訪中を「党派を超えた神話にまで高め
た」このオペラが再演されることの重要性を指摘した。63 ニクソン訪中は 40

年の時を経て、歴史的偉業として人々に記憶されるようになったのである。

【おわりに】

　ウォーターマンは、国民の間に大統領のリーダーシップへの幻影やイ
メージを効果的に生み出す戦略を「イメージがすべての大統領制」（image-is-

everything-presidency）と呼び、テレビが大きな役割を担い始めた時代のニク
ソンは最初の「イメージがすべての大統領」であったと指摘している。64 1960

年のケネディへの敗北は、ニクソンにテレビの重要性を理解させ、またイメー
ジ向上のためには入念な準備が必要であることを実感させた。これ以降、ニ
クソンは多くの専門スタッフを使い、批判的なメディアに邪魔されることな
く自分が理想とするイメージを国民に届けようと画策するようになった。ま
た、外交を重要視していたニクソンは、この分野での自分の政策を効果的に
示すことが自分のイメージ向上に不可欠であると考えていた。なかでも、共
産主義諸国との関係改善はその実質が外交戦略上重要であったのに加えて、
彼自身のイメージ戦略においても絶好の機会だった。ソ連ならびに中国への
訪問は、ニクソンの世界的指導者というイメージが強化されるように、細心
の注意を払い、綿密に計画された。テレビを通して伝えられた共産主義諸国
でのニクソンの映像はアメリカの視聴者に鮮烈な印象を与えた。
　しかし、そのような華々しいニクソンのイメージはウォーターゲート事件
によって覆された。辞任した史上初の大統領であるニクソンは不誠実や悪と
いう言葉で語られるようになった。そのようなイメージを払拭し、名誉回復
を図るためにニクソンが利用したもの、それも外交における成果の強調で
あった。辞任後のニクソンは外交の専門家としてのイメージを行き渡らせ、
ウォーターゲート事件での痛手を小さくするために精力的に活動した。歴代
大統領に対する歴史家の評価や映画に見られるように、不誠実なニクソンと
いうイメージは依然として根強い。しかしながら、善悪二元論に留まらない
ニクソンの表象も見られるようになっているし、彼が強調した外交政策に対
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する高い評価が彼自身のイメージを高めているともいえる。
　さらに、オペラ『ニクソン・イン・チャイナ』は、ニクソンにとって最大
の外交業績である訪中がアメリカ人の間でニクソンが望んだ形で記憶されて
いることを示している。このオペラでは、ニクソンが大統領専用機から華々
しく降り立つ冒頭の場面をはじめ、さまざまな場面で当時の写真やテレビで
のニクソンの姿を想起させるが、これは彼が巧妙かつ用意周到に準備した姿
であった。また、製作者たちは、秘密外交やベトナム戦争、国内情勢などを
排除し、訪中そのものに焦点を当てることによって、世界平和のために尽力
するニクソンの姿を描いた。1987年の初演時に批判にさらされたこの作品
は、2011年の再演時には古典として受け入れられた。
　ニクソンに対する不誠実という悪いイメージと、外交で活躍したという良
いイメージは今も共存している。外交業績の強調というニクソンのイメージ
戦略は、ウォーターゲート事件の印象を和らげるという彼の本来の意図を果
たすことはなかったが、彼自身のイメージ向上という意味では一定の成果を
おさめた。しかし同時に、イメージはそれ自体が独立して存在するのではな
く、ウォーターゲート事件や訪中という実体と密接に関連しているというこ
とをニクソンのイメージ戦略は物語っている。
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